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『
ス
イ
ス
刑
法
雑
誌
』
第
七
七
巻
（
一
九
六
一
年
）

　
ー
　
ス
イ
ス
刑
法
雑
誌
は
一
八
八
八
年
に
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ト
ー
ス
の
手
に
よ

つ
て
創
刊
さ
れ
た
．
爾
来
、
そ
の
歴
史
に
は
中
断
の
文
字
が
な
い
．
通
算
誌
齢

よ
り
も
巻
数
が
多
い
の
は
、
一
九
二
九
年
に
シ
ュ
ト
ー
ス
の
八
十
歳
を
祝
つ
た

論
文
集
を
出
し
、
一
九
四
六
年
に
編
集
老
ハ
フ
タ
ー
の
た
め
の
祝
賀
論
文
集
、

一
九
五
九
年
に
ゲ
ル
マ
ソ
論
文
集
を
特
別
号
と
し
て
発
刊
し
た
か
ら
に
他
な
ら

な
い
．
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
大
陸
に
あ
り
な
が
ら
、
二
度
の
大
戦
の
影
響
を
蒙
ら
な
か

つ
た
の
も
、
永
世
中
立
国
ス
イ
ス
に
育
つ
た
運
命
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
執
筆
陣
を
み
て
も
、
思
想
や
立
場
の
如
何
を
問
わ
ず
開
放
さ
れ
た
門
戸
か
ら

入
つ
て
、
自
由
に
発
言
し
う
る
中
立
の
特
権
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も
、

戦
時
に
お
い
て
中
立
国
が
は
た
す
役
割
と
同
じ
使
命
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
．

　
特
に
、
第
二
次
大
戦
中
、
ナ
チ
ス
に
追
わ
れ
、
自
国
で
の
公
式
の
発
言
を
許

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

さ
れ
な
く
な
つ
た
故
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
を
一
九
三
五
年
か
ら
編
者
の
一
人

に
加
え
て
．
経
済
的
に
窮
地
に
あ
つ
た
同
教
授
を
助
け
、
そ
の
精
神
的
な
苦
悩

を
筆
に
託
し
て
、
こ
れ
を
和
ら
げ
る
機
会
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
如
何
な
る

思
想
的
弾
圧
の
下
で
も
、
良
心
は
自
由
を
求
め
て
語
り
か
け
る
こ
と
を
や
め
な

い
と
い
う
事
実
を
我
々
に
示
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
人
間
性
の
豊
か
さ
、
真
理
の

尊
さ
へ
の
信
仰
を
か
き
た
て
ず
に
は
お
か
な
い
．
一
九
三
五
年
に
同
誌
に
発
表

さ
れ
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
”
身
分
と
刑
法
”
と
い
う
論
文
は
、
法
史
学
的
に

主
題
を
説
い
て
お
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
結
論
に
は
次
の
ご
と
く
あ
る
．
「
刑

罰
の
中
に
包
含
さ
れ
た
公
民
権
の
喪
失
（
8
葺
謎
畠
巨
慧
蓼
）
に
重
点
を
置
く

権
威
刑
法
に
逆
行
す
る
時
代
に
あ
つ
て
は
、
社
会
的
な
保
護
刑
法
、
福
祉
刑
法

へ
と
刑
法
を
変
更
す
る
こ
と
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
ず
つ
と
遠
の
い
て
し

ま
う
」
と
。
ナ
チ
ス
刑
法
学
を
旗
印
に
か
か
げ
た
ダ
！
ム
賀
シ
ャ
フ
ス
タ
イ
ン

に
対
し
、
「
権
威
刑
法
か
社
会
刑
法
か
」
と
い
う
批
判
の
論
文
を
書
き
、
そ
れ

に
よ
つ
て
教
職
を
追
放
さ
れ
た
の
が
一
九
三
三
年
の
こ
と
で
あ
つ
た
こ
と
を
考

え
併
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
発
言
に
は
如
研
に
大
き
な
勇
気
を
必
要
と
し
た
か
は

思
い
半
ば
に
す
ぎ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

　
H
　
同
誌
は
創
刊
以
来
、
久
し
く
シ
ュ
ト
ー
ス
の
大
き
な
影
響
下
に
あ
つ
た

が
、
次
第
に
ド
イ
ッ
刑
法
学
と
も
、
密
接
な
関
係
を
も
つ
に
い
た
つ
た
。
そ
れ

は
主
と
し
て
、
オ
：
ス
ト
リ
ア
を
加
え
た
ド
イ
ッ
語
圏
と
ス
イ
ス
と
の
間
に
．

人
事
的
な
交
流
が
盛
ん
で
あ
つ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ミ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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六
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紹
介
と
批
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テ
ル
マ
イ
ヤ
i
、
グ
ラ
イ
ス
パ
ッ
ハ
と
い
つ
た
人
々
は
．
し
ぽ
ら
く
ス
イ
ス
の

大
学
に
講
座
を
持
つ
て
い
た
し
、
事
実
一
九
〇
五
年
に
は
、
シ
ュ
ト
ー
ス
自
身

ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
転
任
し
た
．
こ
の
年
か
ら
．
編
輯
者
が
複
数
に
な
り
．
一
九

〇
七
年
（
二
〇
巻
）
頃
か
ら
、
国
際
色
豊
か
な
内
容
が
見
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
の
寄
稿
は
伝
統
的
に
余
り
多
く
な
い
よ
う
で

あ
る
。
第
扁
次
大
戦
中
は
ス
イ
ス
の
寄
稿
が
比
較
的
多
く
、
そ
の
他
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ァ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ユ
ー
ゴ
ー
等
か
ら
の
寄
稿
が
目
立
つ
た
。
第

二
次
大
戦
中
に
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
他
に
．
ミ
ッ
テ
ル
マ
イ
ヤ
ー
が
「
ド

イ
ッ
刑
法
学
の
危
機
」
（
一
九
三
八
年
）
を
書
き
、
そ
の
中
で
、
ナ
チ
ス
刑
法
の

行
き
方
に
懐
疑
的
で
あ
る
一
方
、
主
と
し
て
オ
ー
ス
、
ト
リ
ァ
人
の
カ
デ
ッ
カ

が
、
ナ
チ
ス
の
意
思
刑
法
を
喧
伝
し
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
事
実
で
あ
る
．

　
現
に
ス
イ
ス
の
理
論
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
々
の
中
、
ゲ
ル
マ
ン
は
一

九
三
五
年
か
ら
、
フ
ラ
イ
は
一
九
四
六
年
か
ら
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

　
皿
　
ス
イ
ス
刑
法
雑
誌
の
特
色
が
多
分
に
ス
イ
ス
と
い
う
特
殊
な
地
理
的
環

境
に
よ
つ
て
形
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
第
一
に
ス
イ
ス
人
の
物
の
考
方
が
か
な
り
実
際
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
理
論
の
た
め
の
理
論
に
走
る
傾
向
が
少
な
い
。
従
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
理
論

好
き
の
ド
イ
ッ
の
学
者
か
ら
は
、
ス
イ
ス
の
学
説
に
は
理
論
が
な
い
と
い
う
批

判
を
受
け
る
が
、
そ
の
反
面
、
実
務
で
の
影
響
を
考
え
た
上
で
の
理
論
、
実
務

を
指
導
す
る
た
め
の
解
釈
を
心
掛
け
る
者
は
、
ス
イ
ス
の
理
論
か
ら
大
き
な
指

七
山
ハ
　
　
　
（
一
一
二
七
〇
）

唆
を
受
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
第
二
に
ス
イ
ス
で
は
そ
の
国
の
成
立
、
構
成
か
ら
由
来
す
る
問
題
が
特
殊
な

事
情
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
異
な
る
言
語
、
従
つ

て
異
な
つ
た
心
情
、
風
習
を
も
つ
た
三
つ
の
地
方
（
ド
イ
ッ
語
系
、
フ
ラ
ン
ス
語

系
、
イ
タ
リ
ー
語
系
）
　
に
分
れ
る
二
五
州
の
法
律
と
統
一
法
と
し
て
の
聯
邦
法

と
の
調
整
が
実
に
や
つ
か
い
な
問
題
で
蛎
り
、
こ
れ
を
主
題
と
す
る
論
文
が
非

常
に
多
く
登
場
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
等
は
我
々
の
関
心
の
外
に
あ
る
。

　
欧
米
の
雑
誌
論
文
を
紹
介
す
る
態
度
と
し
て
、
そ
こ
に
扱
わ
れ
て
い
る
す
べ

て
の
論
文
を
網
羅
す
る
こ
と
は
実
は
意
味
が
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
伝
統
の
あ
る
法

律
の
個
々
の
条
文
の
解
釈
を
読
ん
で
も
始
ま
ら
な
い
。
日
本
の
理
論
刑
法
学
に

問
題
と
な
り
そ
う
な
も
の
、
理
論
的
水
準
の
高
い
も
の
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
細
か
い
解
釈
問
題
の
中
に
も
．
こ
れ
ま
で
我
々
が

余
り
意
識
し
な
い
こ
と
で
、
し
か
も
本
質
論
に
ふ
れ
る
よ
う
な
主
題
の
も
の
は

こ
れ
を
取
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
法
の
社
会
性
、
法
の
歴
史
性
と
い
う
テ
ー
マ
が
実
は
こ
れ
等
の
論
文
の
書
き

方
か
ら
探
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
お
よ
そ
、
法
を
運
用
す
る
の
は
人
で
あ
る
。
法
は
人
間
が
創
つ
た
制
度
で
あ

る
か
ら
．
法
を
産
ん
だ
人
間
を
通
し
て
、
そ
の
時
間
空
間
的
制
約
を
受
け
る
。

現
実
の
社
会
か
ら
影
響
さ
れ
、
又
、
影
響
す
る
実
存
的
な
人
間
に
よ
つ
て
立
法
さ

れ
、
機
能
し
て
い
く
と
い
う
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
．
し
か
も
、
法
律
は



定
立
さ
れ
た
と
き
か
ら
独
立
の
存
在
者
と
な
る
，
法
を
隼
に
雑
象
謎
に
と
ら
え

て
、
普
遍
的
規
範
で
あ
る
と
い
い
放
つ
だ
け
で
は
な
く
て
、
法
を
生
み
出
し
た

地
盤
、
そ
れ
に
よ
つ
て
立
つ
立
法
者
、
そ
の
世
界
内
存
在
者
と
し
て
の
活
動
、

彼
を
制
約
す
る
具
体
的
文
化
と
の
相
関
関
係
、
更
に
は
法
を
解
釈
し
、
適
用
す

る
者
に
も
更
に
は
法
を
め
ぐ
つ
て
思
索
を
す
る
者
に
さ
え
同
様
の
条
件
が
併
せ

考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
を
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
ス
イ
ス
は
平
和
な
中
立
国
で
あ
る
と
は
い
え
、
や
は
り
現
代
と
い
う
怪
物
の

時
代
思
潮
の
影
響
下
に
あ
る
。
中
立
国
と
い
え
ど
も
単
な
る
此
の
世
の
楽
園
で

は
あ
り
え
ず
、
政
治
的
経
済
的
変
容
の
い
ち
じ
る
し
い
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
位
し
て

い
る
と
い
う
現
実
が
、
そ
こ
に
現
わ
れ
た
論
文
の
上
に
も
影
響
し
て
い
な
い
筈

は
な
い
。
若
し
、
そ
の
よ
う
な
執
筆
の
動
機
を
探
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、

そ
の
点
に
も
注
目
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
九
六
一
年
度
の
本
誌
に
は
一
〇
篇
の
論
文
が
あ
る
が
、
重
要
な
も
の
は
ゲ

ル
マ
ン
の
故
意
論
で
あ
る
。
他
の
も
の
に
は
寸
評
を
加
え
る
に
と
ど
め
、
主
と

し
て
最
後
に
ゲ
ル
マ
ン
論
文
を
検
討
し
て
み
る
。

　
な
お
、
つ
い
で
な
が
ら
、
七
五
巻
に
祝
賀
論
文
集
を
も
つ
て
祝
わ
れ
た
ゲ
ル

マ
ソ
は
一
九
六
二
年
度
か
ら
編
輯
者
の
地
位
を
去
つ
た
。
同
一
年
度
に
二
篇
を

発
表
し
た
こ
と
の
な
い
ゲ
ル
マ
ン
に
と
つ
て
、
一
九
六
噌
年
度
の
作
品
が
白
鳥

の
歌
に
な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
の
健
康
を
祈
り
た
い
も
の
だ
。
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介
と
批
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α
9
一
　
昌
，
，

　
ス
イ
ス
刑
訴
法
上
の
起
訴
法
定
主
義
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
．
評
者

は
刑
訴
法
に
通
じ
て
い
な
い
か
ら
、
批
評
の
資
格
は
な
い
。
主
題
は
聯
邦
法
上

の
犯
罪
の
処
遇
が
各
州
の
刑
事
訴
訟
法
規
定
で
実
際
に
ど
う
な
つ
て
い
る
か
を

検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
訴
訟
法
上
、
起
訴
か
否
か
に
つ
き
検
察
官
の
裁
量
は

許
さ
れ
る
か
、
若
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
法
治
国
の
原
則
に
反
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
間
題
が
中
心
に
据
え
ら
れ
る
。

　
論
文
は
ま
ず
法
史
学
及
び
比
較
法
的
視
野
に
よ
る
概
観
（
1
）
に
は
じ
ま
り
．

起
訴
法
定
主
義
の
意
義
を
論
ず
る
（
H
）
。
立
法
論
に
若
干
ふ
れ
て
か
ら
（
皿
）
、

現
在
の
ス
イ
ス
諸
州
法
に
お
け
る
法
定
主
義
を
列
挙
し
（
N
）
、
現
行
ス
イ
ス
法

で
は
こ
の
原
則
は
裁
判
上
如
何
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
き
そ
の
意
義
を
問

う
て
い
る
（
V
）
。

　
鱒
．
　
Q
一
①
り
O
”
　
】
『
Φ
O
　
q
り
O
一
ひ
0ロ
　
魁
縄
　
q
応
↑
①
昌
門
一
’
　
の
。
　
ω
直
　
』
P

　
一
九
五
八
年
四
月
一
六
日
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
（
ρ
5
置
一
号
一
．
閤
畦
。
冨
）

が
被
拘
禁
者
の
民
事
上
、
政
治
上
の
権
利
を
如
何
に
扱
う
べ
き
か
に
つ
い
て
加

盟
各
国
政
府
に
質
問
表
を
送
つ
た
。
投
票
の
権
利
、
家
族
の
権
利
　
（
婚
姻
．
認

知
、
養
子
縁
組
）
、
財
産
管
理
権
、
出
廷
の
権
利
、
行
政
庁
又
は
そ
の
他
の
機
関

へ
の
請
願
提
出
の
権
利
、
職
業
を
営
む
権
利
等
．

　
そ
の
結
果
、
　
一
九
六
〇
年
一
二
月
に
会
議
が
開
催
さ
れ
、
被
拘
禁
者
、
被

告
人
．
被
疑
者
の
選
挙
権
、
市
民
権
、
社
会
権
に
関
す
る
勧
告
が
な
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
　
（
一
三
七
一
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
本
論
文
は
五
章
十
六
条
に
分
れ
た
そ
の
勧
告
を
逐
条
的
に
解
説
し
た
も
の
で

あ
る
。
基
本
規
定
、
選
挙
権
、
市
民
権
、
社
会
権
、
権
利
の
保
護
に
分
説
さ
れ

て
い
る
。
ク
レ
ル
ク
教
授
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
（
ス
イ
ス
）
大
学
の
刑
法
、
刑
訴

講
座
を
担
当
。
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ス
イ
ス
道
路
交
通
法
一
〇
一
条
に
外
国
に
お
け
る
違
反
行
為
と
し
て
次
の
条

文
が
あ
る
。

　
1
外
国
に
お
い
て
交
通
規
則
を
侵
犯
し
又
は
道
路
交
通
で
ス
イ
ス
聯
邦
法
上

自
由
刑
を
科
せ
ら
れ
て
い
る
違
反
行
為
を
犯
し
、
行
為
地
に
て
罪
と
な
る
者

は
、
そ
の
者
が
ス
イ
ス
に
居
住
し
又
は
滞
在
し
、
外
国
の
刑
罰
権
に
服
さ
ざ
る

限
り
．
権
限
あ
る
外
国
官
庁
の
要
請
に
も
と
づ
き
ス
イ
ス
で
訴
追
さ
れ
る
。

　
n
裁
判
官
は
ス
イ
ス
の
刑
罰
規
定
を
適
用
す
る
が
行
為
地
の
法
が
自
由
刑
を

課
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
課
す
こ
と
は
な
い
。

　
本
論
文
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
発
展
的
統
合
と
ヨ
ー
・
ッ
パ
諸
国
の
増
大
す
る

経
済
的
及
び
民
政
学
的
結
合
に
よ
つ
て
急
速
に
実
現
さ
れ
て
い
る
法
の
発
展
に

よ
い
起
因
を
与
え
る
と
い
う
根
本
的
認
識
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
．

　
ヨ
ー
・
ッ
パ
委
員
会
が
中
心
と
な
つ
て
道
路
交
通
上
の
可
罰
行
為
の
訴
追
に

関
す
る
ヨ
；
・
ッ
パ
協
約
草
案
が
編
纂
さ
れ
、
間
も
な
く
現
わ
れ
よ
う
と
し
て
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い
る
一
方
、
西
独
と
ス
イ
ス
と
の
間
に
久
し
く
こ
れ
に
類
す
る
相
互
協
定
の
締

結
に
つ
ぎ
討
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
本
法
は
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
に

生
れ
た
．
一
〇
一
条
の
規
定
の
意
味
は
自
動
車
運
転
者
の
或
る
種
の
者
に
あ
つ

て
、
自
国
の
域
外
で
動
い
て
い
る
限
り
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
出
来
る
と
い
う
安

心
感
か
ら
自
制
心
を
な
く
し
、
無
責
任
な
運
転
を
し
て
い
た
と
い
つ
た
従
来
の

法
律
状
態
を
払
拭
す
る
の
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
地
に
立
つ
て
、
そ

の
構
成
要
件
を
分
析
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ケ
ー
ス
は
聯
邦
司
法
・
警

察
庁
の
警
察
部
に
属
す
る
実
務
家
。
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U
二
型
機
事
件
で
一
躍
世
上
の
関
心
を
ひ
い
た
領
空
侵
犯
に
ち
な
ん
で
、
領

空
に
対
す
る
国
家
主
権
の
問
題
、
宇
宙
開
発
に
対
す
る
国
際
協
力
と
そ
の
前
提

と
し
て
の
宇
宙
の
国
際
化
、
世
界
の
連
帯
性
に
つ
き
論
ず
る
．
そ
の
視
角
は
筆

者
の
専
攻
す
る
国
際
刑
法
の
分
野
で
あ
る
．
領
空
に
関
す
る
学
説
、
条
約
に
つ

き
法
史
学
的
に
論
じ
た
後
、
航
空
機
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
達
、
遂
に
は
人
工
衛
星

の
出
現
し
た
時
代
に
あ
つ
て
は
、
「
空
間
侵
犯
」
の
問
題
も
そ
の
現
代
的
状
況

に
応
じ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
つ
つ
、
空
間
の
国
際
化
、
世
界
主
義

は
現
時
の
趨
勢
で
あ
る
と
い
う
．
世
界
主
義
に
向
う
理
由
と
し
て
は
、
知
識
や

技
術
の
普
及
、
地
球
の
狭
小
化
、
距
離
感
の
喪
失
、
国
民
と
文
化
の
間
に
あ
る

関
係
の
拡
大
等
を
あ
げ
．
科
学
的
発
見
、
・
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
に
よ
る
空
間



の
征
服
は
．
人
種
、
言
語
、
宗
教
．
政
治
制
度
が
た
と
え
異
な
つ
て
も
．
地
球

上
の
住
民
の
す
べ
て
を
結
び
つ
け
る
連
帯
性
の
意
識
を
生
ぜ
し
め
ず
に
は
お
か

な
い
と
強
調
す
る
．

　
豊
か
な
国
際
法
の
知
識
に
立
脚
し
た
理
想
主
義
的
な
主
張
は
、
自
然
科
学
の

誇
ら
し
い
成
果
を
眼
前
に
し
て
、
何
等
な
す
す
べ
を
知
ら
な
い
社
会
科
学
の
陣

営
の
中
に
あ
つ
て
小
さ
き
声
の
一
つ
で
あ
る
に
せ
よ
一
読
の
価
値
は
あ
る
．
ベ

ル
ギ
ー
の
リ
エ
ー
ジ
ュ
大
学
の
国
際
刑
法
教
授
（
一
九
五
四
年
に
著
書
あ
り
）
．
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現
行
ド
イ
ッ
刑
法
は
古
い
核
心
を
保
持
し
つ
つ
、
本
質
的
に
は
大
き
く
変
容

L
た
。
単
行
立
法
に
よ
る
部
分
的
改
正
と
判
例
に
よ
る
変
更
が
こ
れ
で
あ
る

（
禁
止
の
錯
誤
を
認
め
た
聯
邦
裁
判
所
の
判
例
、
堕
胎
の
場
合
に
違
法
阻
却
事
由
と

し
て
医
学
的
適
応
症
を
認
め
た
判
例
等
）
。

　
更
に
刑
の
量
定
の
変
遷
は
裁
判
所
自
体
が
新
し
い
刑
事
政
策
上
の
認
識
を
と

り
入
れ
て
き
た
現
わ
れ
で
あ
る
．
ぺ
ー
タ
ー
ス
は
以
上
の
こ
と
を
出
発
点
と
し

て
一
九
六
〇
年
の
改
正
草
案
の
理
念
は
、
も
は
や
前
世
紀
の
刑
法
像
で
は
な
く

行
為
者
人
格
を
強
調
す
る
本
質
的
な
革
新
の
実
現
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
聯

邦
裁
判
例
集
七
巻
二
八
頁
、
同
八
九
頁
に
判
示
さ
れ
た
「
応
報
に
よ
つ
て
規
定

さ
れ
た
範
囲
が
許
す
活
動
範
囲
内
で
、
他
の
刑
罰
目
的
が
主
張
さ
れ
う
る
」
と

い
う
こ
と
の
中
に
現
実
に
則
し
た
刑
罰
目
的
の
規
定
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
と

し
、
こ
う
し
た
努
力
は
応
報
の
思
想
が
刑
法
の
分
野
を
支
配
し
て
い
た
と
き
に

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

成
立
し
た
刑
法
と
現
代
の
刑
法
思
潮
を
如
何
に
マ
ッ
チ
さ
せ
る
べ
き
か
の
苦
心

の
現
わ
れ
で
あ
る
、
と
説
く
の
で
あ
る
。

　
ぺ
！
タ
ー
ス
は
刑
法
改
正
に
つ
き
、
全
面
的
改
正
に
は
時
期
を
え
て
い
な
い

か
ら
、
部
分
的
改
正
を
単
行
立
法
と
い
う
形
で
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
v
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
共
に
、
「
ド
イ
ッ
で
は
刑
法
学
、
刑
事

司
法
に
刑
事
学
の
素
養
が
滲
透
し
て
い
な
い
か
ら
一
般
的
改
正
は
ま
だ
早
い
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
新
草
案
に
対
し
て
は
、
そ
の
罰
金
制
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
日
割
罰
金
制
を
と

り
入
れ
た
こ
と
に
賛
意
を
表
し
、
又
、
各
論
中
で
新
し
い
当
面
の
問
題
、
人
工

授
精
の
処
罰
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
は
、
そ
の
他
草
案
に
加
え
ら
れ

た
多
く
の
材
料
と
と
も
に
既
存
の
法
律
規
定
の
改
善
を
招
来
し
、
判
例
に
作
用

す
る
好
ま
し
い
影
響
力
を
有
す
る
と
説
い
て
い
る
。

　
部
分
的
な
単
行
立
法
の
道
を
選
ぶ
べ
き
こ
と
と
併
せ
て
、
刑
訴
法
の
補
充
、

行
刑
法
の
新
構
成
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
た
し
か
に
重
大
な
間
題
で
あ

る
。
刑
罰
権
の
代
行
者
と
そ
の
手
続
が
行
刑
に
お
い
て
こ
の
権
力
の
下
に
服
す

る
者
と
の
間
で
絶
え
ず
人
間
的
葛
藤
を
生
ぜ
し
め
る
と
い
う
重
大
間
題
を
解
決

す
る
こ
と
は
、
刑
法
改
正
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
訴
訟
手
続
．
行
刑
の
法
治
性
と
有
効
性
を
保
証
す
る
精
神
及
び
態
度
を
改

め
る
努
力
も
又
内
的
改
正
と
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
ぺ
ー
タ
ー
ス

と
と
も
に
、
人
間
の
不
法
、
人
間
の
責
任
等
が
実
際
に
法
的
解
決
と
倫
理
的
解
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紹
介
と
批
評

決
を
見
出
し
う
る
か
否
か
は
、
実
に
司
法
、
行
政
に
関
与
す
る
人
間
が
、
人
間

的
方
法
で
も
つ
て
、
精
神
的
価
値
、
道
徳
的
価
値
を
ど
の
程
度
伝
達
す
る
こ
と

が
出
来
る
か
否
か
に
か
か
つ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
よ
く
考
え
て
み
た
い
も
の

で
あ
る
。
西
独
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
教
授
。
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一
九
五
〇
年
刑
法
一
部
改
正
法
に
よ
つ
て
挿
入
さ
れ
た
一
七
三
条
五
号
を
中

心
と
し
た
解
釈
論
。

　
V
真
実
の
証
拠
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
裁
瓢
官
は
判
決
そ
の
他
の
文
書
に

不
真
実
を
確
定
し
．
真
実
が
証
明
さ
れ
ざ
る
と
き
は
不
真
実
の
証
拠
の
不
顕
出

を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
稿
は
右
の
規
定
が
い
か
な
る
場
合
に
意
味
を
も
つ
か
を
論
ず
る
。
名
誉
回

復
手
続
と
し
て
、
民
訴
上
の
手
続
で
あ
る
マ
凶
9
霞
ぎ
冨
琶
冒
夷
含
零
国
げ
り
。

と
は
異
な
つ
た
、
理
論
的
に
は
新
し
い
訴
訟
の
種
類
と
さ
れ
る
勾
昌
3
冨
声
一
一
8

に
つ
き
、
特
に
体
系
的
な
考
慮
か
ら
区
別
を
論
じ
て
い
る
。
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弁
論
の
公
開
性
に
つ
き
ス
イ
ス
各
州
で
の
立
法
の
歴
史
を
尋
ね
た
後
、
〇
三
冨

冨
呂
ρ
目
8
＆
幕
窟
呂
。
」
暑
警
曾
2
呂
。
の
三
点
か
ら
公
開
性
の
限
界
に
つ

き
論
じ
て
い
る
．
弁
論
の
内
容
を
報
ず
る
法
廷
記
事
は
ど
の
程
度
ま
で
こ
れ
を

許
す
か
に
つ
い
て
場
合
を
わ
け
て
論
ず
る
．
結
論
と
し
て
「
現
代
の
社
会
防
衛
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の
必
要
と
矛
盾
し
な
い
方
法
さ
え
保
持
し
う
る
な
ら
ば
、
現
行
法
に
対
し
て
何

等
か
の
修
正
を
加
え
、
或
は
他
の
精
神
で
そ
れ
を
活
用
し
う
る
し
、
公
開
性
の

原
則
が
課
す
る
間
題
に
解
決
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
。

　
o
o
．
目
国
霞
昌
器
“
9
φ
切
歪
区
ψ
試
騰
言
躍
■
ψ
謡
蒔
蹄

　
放
火
罪
に
つ
き
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
更
に
ギ
リ
シ

ァ
刑
法
中
の
放
火
罪
の
規
定
を
比
較
法
的
に
研
究
し
て
い
る
。

　
論
者
自
身
の
言
葉
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
法
条
を
単
に
蒐
集
す
る
こ
と
を
超

え
た
比
較
法
は
刑
法
理
論
家
、
刑
事
学
者
、
刑
事
政
策
学
者
の
視
野
を
ひ
ろ
め

る
と
い
う
が
、
彼
自
身
の
論
述
は
そ
の
犯
罪
手
段
の
性
質
か
ら
公
共
危
険
犯
と

し
て
把
握
す
る
と
い
う
放
火
罪
を
上
掲
各
国
の
構
成
要
件
中
で
立
法
技
術
的
に

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
を
眺
め
、
極
め
て
平
面
的
な
考
察
に
終
り
、
結
論
も
陳

腐
で
あ
つ
て
、
単
な
る
条
文
及
び
そ
の
解
釈
論
を
並
べ
る
の
み
で
、
社
会
的
背

景
等
を
考
察
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
筆
者
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
で
バ
ー

ダ
ー
教
授
の
研
究
室
に
在
籍
し
て
い
る
ア
テ
ネ
の
弁
護
士
。

　
O
．
O
器
8
汁
霊
一
一
〇
〈
甚
艮
寅
寄
≦
の
一
〇
富
暫
壁
く
o
冨
高
o
一
8
呂
”
ロ
冨
一
〇
器
8
民
o

一
、
霞
ρ
ω
零
o
冨
’
ω
。
鱒
ミ
R

　
ス
イ
ス
刑
訴
三
九
七
条
の
被
告
人
の
た
め
に
す
る
再
審
に
つ
き
論
じ
た
も
の

で
あ
る
．
細
か
い
刑
訴
の
条
文
上
の
考
察
が
聯
邦
法
と
州
法
と
の
関
係
に
迄
及

ん
で
い
て
、
専
門
家
で
な
い
評
者
の
能
力
の
限
界
外
に
あ
る
。

V
一
ρ
Ω
。
喜
”
暮
”
＜
。
翼
§
喜
一
。
舞
ψ
ω
a
庸
．



　
ス
イ
ス
聯
邦
裁
判
所
の
最
近
の
判
例
を
批
判
的
に
分
析
し
て
故
意
を
め
ぐ
る

諸
問
題
を
論
じ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
本
巻
中
最
も
注
目
に
価
す
る
文
献
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
こ
こ
二
、
三
年
来
発
表
さ
れ
た
ド
イ
ッ
語
圏
の
刑
法
関
係
の
論

文
の
中
、
最
も
注
目
に
価
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
も
つ
と
も
最
近
の
判
例
に
よ
つ
で
機
因
を
与
え
ら
れ
た
本
稿
も
そ
の
対
象
が

刑
法
の
中
心
概
念
で
あ
り
．
多
面
的
な
性
格
を
も
つ
た
故
意
で
あ
る
だ
け
に
、

す
べ
て
の
問
題
点
を
網
羅
的
に
論
ず
る
の
で
は
な
く
て
、
問
題
点
を
二
つ
に
限

定
す
る
．
一
つ
は
未
必
の
故
意
で
あ
り
他
は
故
意
の
意
思
内
容
で
あ
る
。
こ
こ

で
特
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
後
者
に
つ
き
個
々
の
犯
罪
を
と
り
あ
げ
て
故
意
の

意
思
内
容
が
ど
の
点
で
関
聯
す
る
か
を
具
体
的
に
説
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
論
文
は
こ
の
二
点
の
検
討
に
先
立
ち
、
第
一
部
に
お
い
て
ス
イ
ス
法
及
び
隣

接
諸
国
の
法
を
手
が
か
り
と
し
、
法
的
基
礎
を
論
ず
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。

　
何
よ
り
も
ま
ず
、
ゲ
ル
マ
ン
論
文
は
い
わ
ゆ
る
意
思
説
に
立
脚
し
て
．
そ
の

立
場
か
ら
一
貫
し
て
議
論
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
ス
イ
ス
法
の
故
意
の
規
定
自
体
が
故
意
の
心
理
的
把
握
に
根
拠
を
与
え

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
八
条
に
故
意
・
過
失
に
対
し
法
律
上
の
定
義
を

下
し
て
い
る
。
故
意
に
つ
き
同
第
二
項
に
は
「
行
為
を
知
り
か
つ
意
欲
し
て

（
白
一
馨
口
彗
q
≦
色
9
）
実
行
す
る
者
は
、
重
罪
又
は
軽
罪
を
故
意
で
行
な
つ
た

も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。
又
、
こ
れ
と
類
似
の
も
の
に
は
イ
タ
リ
ア
刑
法
四
三

条
の
規
定
が
あ
る
。
犯
罪
の
心
的
要
素
と
題
さ
れ
た
同
条
の
第
一
項
に
は
「
作

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

為
又
は
不
作
為
の
結
果
で
あ
つ
て
、
法
律
が
犯
罪
の
存
在
を
そ
れ
に
依
拠
せ
し

め
て
い
る
有
害
又
は
危
険
な
出
来
事
が
、
行
為
者
自
身
の
作
為
又
は
不
作
為
の

結
果
と
し
て
予
見
せ
ら
れ
か
つ
意
欲
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
犯
罪
は

故
意
す
な
わ
ち
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
本
研
究
は
こ
の
≦
奮
8

僧
民
≦
o
一
一
雪
と
い
う
故
意
の
要
件
を
主
題
と
し
て
．
故
意
論
を
展
開
し
て
ゆ

く
。
も
つ
と
も
、
こ
こ
で
心
理
的
な
故
意
概
念
を
論
ず
る
の
は
実
定
法
の
基
礎

に
あ
る
根
本
概
念
で
あ
る
か
ら
で
あ
つ
て
、
補
充
的
に
、
い
わ
ゆ
る
規
範
的
概

念
を
顧
慮
す
る
必
要
を
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
い
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
の
中
心
に
は
あ
く
ま
で
も
≦
蕾
霞
躍
＆
≦
o
一
一
雪

と
い
う
文
言
で
あ
り
、
こ
の
概
念
が
す
べ
て
の
故
意
犯
の
場
合
に
必
要
な
要
件

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
。

　
従
つ
て
、
次
に
意
思
と
表
象
の
関
係
が
論
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ス
イ
ス
刑
法
学
で
は
一
八
条
の
解
釈
に
際
し
て
は
殆
ん
ど
の
学
説
が
意
思
説

を
と
る
。
故
意
に
は
行
為
の
犯
罪
的
結
果
の
表
象
と
並
ん
で
行
為
者
が
こ
の
結

果
を
実
現
し
よ
う
と
欲
し
た
こ
と
を
要
す
る
、
と
な
す
。
ド
イ
ッ
刑
法
五
九
条

を
手
が
か
り
と
す
る
表
象
説
を
批
判
し
た
後
、
論
老
は
、
「
犯
罪
に
と
つ
て
本

質
的
な
事
情
と
結
果
と
が
行
為
者
の
意
識
の
中
に
入
つ
て
い
た
こ
と
で
充
分
で

あ
る
．
表
象
や
意
識
は
、
行
為
に
至
り
又
行
為
を
支
配
す
る
意
思
決
定
の
基
礎

を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
意
思
決
定
を
す
る
意
思
内
容
が
重
要
な
の
で

あ
つ
て
、
故
意
に
と
つ
て
意
思
こ
そ
が
基
準
と
な
り
う
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
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五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

る
』
と
い
う
。
「
犯
罪
的
故
意
に
属
す
る
表
象
は
行
為
自
体
及
び
行
為
の
結
果

に
関
せ
ず
、
行
為
者
の
意
思
か
ら
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
行
為
の
犯
罪
的

性
質
に
と
つ
て
本
質
的
で
あ
る
事
情
に
関
聯
し
て
い
る
場
合
」
で
も
意
思
が
故

意
に
と
つ
て
基
準
と
な
る
。
例
と
し
て
、
風
俗
犯
の
場
合
の
被
害
少
年
の
保
護

年
齢
を
あ
げ
、
行
為
者
が
被
害
者
の
年
齢
は
保
護
年
齢
を
超
え
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
を
知
つ
て
い
て
も
、
そ
の
知
は
犯
罪
故
意
を
形
成
せ
ず
、
そ
の
知
が
行

為
に
際
し
て
、
意
思
内
容
の
構
成
部
分
で
あ
つ
た
限
り
で
の
み
意
味
が
あ
る
．

と
い
う
。
意
思
は
、
行
為
時
の
意
思
を
い
う
と
い
う
点
も
強
調
さ
れ
て
い
る
．

　
次
に
、
犯
罪
意
思
の
種
類
と
し
て
の
意
図
（
＞
匿
。
ε
と
単
純
故
意
を
論
ず

る
。
行
為
者
が
態
度
を
向
け
る
目
的
は
意
図
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
．
の
場
合
に
．

そ
れ
に
適
し
た
手
段
も
意
図
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
手
段
の
方
は
、
途
中
で
意

図
と
違
つ
た
形
を
と
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
意

図
か
ら
区
別
さ
れ
る
も
の
は
単
純
故
意
で
あ
る
。
刑
法
上
重
要
な
結
果
を
目
的

と
せ
ず
、
不
可
分
の
結
果
と
し
て
予
見
し
、
意
思
決
定
の
場
合
に
望
ま
し
く
は

な
い
け
れ
ど
も
仕
方
が
な
い
と
し
て
認
容
す
る
。
意
図
の
場
合
に
も
、
又
単
純

故
意
に
お
け
る
単
な
る
認
容
の
場
合
に
も
行
為
者
の
表
象
で
は
行
為
に
よ
る
犯

罪
の
実
現
は
不
確
実
で
あ
る
が
、
そ
の
行
為
に
と
つ
て
起
り
う
る
と
予
見
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
未
必
の
故
意
の
特
性
が
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
は
こ
こ
で
も
判

断
の
基
準
は
意
思
で
あ
る
と
す
る
。
従
来
、
意
図
．
単
純
故
意
、
未
必
の
故
意

の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
彼
は
犯
罪
意
図
の
性
質
に
従
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
（
＝
二
七
六
）

て
、
叫
つ
を
意
図
、
他
を
犯
罪
の
単
な
る
認
容
に
よ
る
単
純
故
意
と
す
る
。

　
第
二
部
で
は
従
つ
て
専
ら
未
必
の
故
意
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
未
必
の
故
意
の
間
題
に
つ
い
て
は
ス
イ
ス
法
上
も
、
ド
イ
ッ
法
上
も
種
々
の

問
題
点
が
あ
つ
て
．
い
ま
だ
一
致
し
た
見
解
は
な
い
。
特
に
、
目
的
的
行
為
論

の
登
場
を
み
た
後
者
で
は
、
ボ
ソ
大
学
出
身
の
カ
ウ
フ
マ
ソ
　
（
現
チ
ュ
ー
ビ
ソ

ゲ
ン
大
学
教
授
）
の
投
じ
た
一
石
に
よ
り
．
こ
の
問
題
に
新
た
な
議
論
が
始
ま

つ
た
と
い
え
る
。
「
未
必
の
故
意
は
す
べ
て
の
故
意
と
同
様
、
或
る
犯
罪
構
成

要
件
の
実
現
の
た
め
の
意
思
で
あ
る
。
こ
の
意
思
は
．
そ
の
発
生
又
は
存
在
が

可
能
な
も
の
と
し
て
考
慮
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
結
果
及
び
事
情
を
包
括
す
る
。

但
し
、
方
向
づ
け
の
意
思
が
そ
れ
の
回
避
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
」
と
い
う
主
張
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
一
般
的
な
基
準
と
し
て
、
行
為
者
の
意
図
し
な
か
つ
た
結
果
の
可
能

性
又
は
蓋
然
性
の
意
識
の
間
題
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
e
。
判
例
で
も
学
説
で

も
し
ば
し
ば
犯
罪
的
結
果
の
可
能
性
を
予
見
し
又
は
そ
の
行
為
の
他
の
犯
罪
的

事
情
の
可
能
性
を
意
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
確
定
さ
れ
れ
ば
未
必
の
故
意

が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ゲ
ル
マ
ソ
は
基
準
と
な
る
意
思
を

特
に
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
例
え
ぽ
犯
罪
的
結
果
、
死
の
認
容
は
行

為
の
結
果
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
行
為
者
の
意
識
か
ら
単
に
推
論
さ
れ
る
の
で

は
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
の
意
識
は
行
為
者
が
意
識
し
た
に

も
拘
ら
ず
、
行
為
へ
と
決
意
し
た
場
合
に
は
、
た
し
か
に
行
為
者
の
意
思
の
形



成
に
つ
き
有
用
た
り
う
る
が
、
し
か
し
意
識
は
そ
の
行
為
意
思
の
中
に
入
り
こ

む
必
要
は
な
い
．
蓋
然
性
説
に
つ
い
て
の
批
判
の
後
に
、

　
⇔
行
為
者
に
よ
つ
て
可
能
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
行
為
の
犯
罪
的
結
果
を
回

避
す
る
行
為
者
の
意
思
に
つ
き
論
じ
る
。

　
㊧
は
犯
罪
的
結
果
の
予
見
さ
れ
た
可
能
性
と
関
聯
し
て
、
行
為
者
の
態
度
に

も
と
づ
く
基
準
に
つ
き
論
じ
る
。
　
こ
こ
で
は
意
思
形
成
に
対
す
る
種
々
の
影

響
、
特
に
犯
罪
的
結
果
に
対
す
る
行
為
者
の
人
格
的
態
度
に
つ
き
分
析
が
あ

る
。
行
為
の
犯
罪
的
結
果
の
認
識
と
い
う
要
素
と
決
意
と
の
間
に
挿
入
さ
れ
る

心
理
的
な
経
緯
は
未
必
の
故
意
の
存
否
に
つ
き
基
準
と
さ
れ
て
い
る
．
そ
こ
で

切
豊
眞
毒
蝉
国
馨
Φ
田
慈
民
三
・
．
O
蚕
。
葺
自
菖
繋
Φ
詳
が
そ
れ
ぞ
れ
分
析
さ
れ
る
。

そ
し
て
最
後
に
認
識
あ
る
過
失
と
の
区
別
に
つ
き
そ
の
基
準
と
し
て
予
見
さ
れ

た
結
果
を
真
剣
に
考
え
る
（
霧
匿
幹
ロ
ぎ
§
）
か
軽
卒
に
考
え
る
（
一
警
算
乱
疑
§
）

か
と
い
つ
た
人
格
態
度
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
続
く
二
つ
の
節
で
は
未
必
の
故
意
に
対
す
る
判
断
に
つ
き
基
準
と
な
る
観
点

が
検
討
せ
ら
れ
、
行
為
に
つ
き
基
準
と
な
る
意
思
決
定
に
関
聯
す
る
基
準
及
び

そ
れ
の
合
理
的
な
法
規
化
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
、
併
せ
て
ド
イ
ッ
の
一
九
六
〇

年
草
案
批
判
が
あ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
も
、
ゲ
ル
マ
ソ
は
、
若
し
行
為
者
が
そ
の
行
為
に
よ
つ
て
恐

ら
く
は
犯
罪
構
成
要
件
を
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
る

場
合
に
、
行
為
者
が
行
為
に
つ
き
基
準
と
な
る
意
思
決
定
に
こ
の
事
情
を
関
係

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

せ
し
め
る
な
ら
ば
．
そ
の
者
は
未
必
の
故
意
で
行
為
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
立

場
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
未
必
の
故
意
に
関
す
る
第
二
部
で
は
更
に
立
証
の
間
題
、
過
失
と
の
関
係
、

危
殆
化
故
意
（
象
雛
ぼ
“
響
撃
ぎ
錘
ε
と
の
関
係
に
つ
き
詳
論
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
二
．
三
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
あ
げ
て
み
る
。
未
必
の
故
意

に
つ
き
、
認
識
あ
る
過
失
と
の
区
別
を
訴
訟
上
の
立
証
問
題
と
考
え
併
せ
る
必

要
が
あ
る
。
余
り
に
も
細
か
な
心
理
的
要
素
を
用
い
る
区
別
は
、
実
務
に
役
立

た
な
い
理
論
と
い
う
非
難
を
免
れ
な
い
。

　
犯
意
の
推
測
は
．
犯
行
と
そ
の
結
果
の
可
能
性
を
知
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
は

直
ち
に
得
ら
れ
な
く
と
も
結
果
発
生
の
蓋
然
性
の
高
い
こ
と
を
知
つ
て
い
る
こ

と
か
ら
故
意
の
徴
表
を
ひ
き
出
す
こ
と
は
出
来
る
。

　
又
、
客
観
的
事
実
、
客
観
的
関
係
か
ら
、
犯
人
の
心
理
的
推
移
を
推
測
す
る

こ
と
は
、
実
務
上
、
故
意
・
過
失
の
判
別
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
例
え
ぽ
、
犯

行
中
．
犯
行
直
後
の
犯
人
の
言
動
、
被
疑
者
の
財
産
状
態
の
変
化
、
駐
物
授
受
の
際

の
犯
人
の
行
動
等
か
ら
、
故
意
を
推
定
す
る
。
）

　
第
三
部
故
意
の
意
思
内
容
は
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
刑
法
各
論
中
の
代

表
的
な
個
々
の
構
成
要
件
を
列
挙
し
て
、
そ
こ
に
意
思
内
容
が
如
何
な
る
関
聯

を
有
す
る
か
に
つ
き
極
め
て
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
行
為
者
の
故
意
、
「
知
」
も
「
意
思
内
容
」
も
何
に
関
聯
す
る
の
か
と
い
へ

点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ス
イ
ス
の
学
説
の
多
く
、
及
び
判
例
上
は
形
式
的
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紹
介
と
批
評

に
解
答
さ
れ
て
い
た
．
即
ち
行
為
者
が
実
定
法
上
列
挙
さ
れ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル

を
認
識
し
．
意
欲
し
た
と
き
に
は
故
意
で
行
為
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
．

　
ゲ
ル
マ
ン
は
第
三
部
で
は
、
個
々
の
犯
罪
に
つ
き
故
意
に
必
要
な
意
思
内
容

と
い
う
多
層
的
な
問
題
を
論
じ
る
。
そ
こ
で
は
最
近
の
判
例
を
多
く
用
い
．
通

説
の
よ
う
な
形
式
的
な
解
決
は
事
実
上
充
分
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
特
に
そ

の
形
式
主
義
は
故
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
の
限
界
づ
け
の
点
で
．
意
味
に
か
な
つ

た
法
の
発
見
に
一
歩
を
ゆ
ず
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
。

刑
法
各
則
の
中
の
若
干
の
重
要
な
犯
罪
類
型
に
つ
き
、
判
例
を
手
が
か
ヶ
と
し

て
、
必
要
な
も
の
と
し
て
基
礎
に
置
か
れ
て
い
る
意
思
内
容
が
、
判
例
上
、
単

に
法
律
上
の
要
件
に
関
聯
づ
け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
い
点
を

論
証
し
よ
う
と
す
る
。
通
貨
、
有
価
証
券
、
文
書
等
の
偽
造
罪
、
窃
盗
罪
、
文

書
破
棄
罪
に
つ
き
、
最
後
に
総
則
の
問
題
と
し
て
未
遂
と
共
犯
に
つ
ぎ
意
思
内

容
が
決
定
的
基
準
と
な
る
点
を
論
じ
て
、
本
稿
は
終
る
．

　
故
意
を
論
ず
る
場
合
に
従
来
は
こ
れ
を
総
論
の
問
題
と
し
て
、
単
に
総
論
の

問
題
に
終
始
す
る
こ
と
が
常
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
総
論
に
仮
説
と
し
て
提
唱

し
た
テ
ー
ゼ
を
直
ち
に
各
則
の
構
成
要
件
に
よ
つ
て
確
認
す
る
こ
と
は
従
来
は

怠
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
総
論
で
論
じ
た
内
容
と
各
則
で
論
ず
る
内
容
と
が

矛
盾
す
る
の
に
気
が
つ
か
な
い
刑
法
理
論
が
な
い
で
は
な
い
事
実
を
考
え
併
せ

る
と
、
ゲ
ル
マ
ン
の
態
度
は
大
い
に
参
考
に
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
各
論
の
構
成
を
遺
漏
な
く
説
明
し
き
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
総
論
の
理
論
は
単
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な
る
知
的
遊
戯
の
具
と
し
か
存
在
の
理
由
を
見
出
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
勿
論
、
こ
の
論
文
も
批
判
の
余
地
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
認
容
説
、
特
に

蓋
然
性
説
の
立
場
か
ら
は
批
判
が
出
る
余
地
は
充
分
考
え
ら
れ
る
が
、
ゲ
ル
マ

ソ
説
の
根
拠
に
ス
イ
ス
刑
法
一
八
条
が
確
固
と
し
た
手
が
か
り
と
し
て
存
在
す

る
こ
と
を
忘
れ
て
批
判
を
し
な
い
よ
う
期
待
し
た
い
。
（
一
九
六
二
・
九
二
〇
稿
）
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宮
沢
浩
輌
）


